
社会実験の実施概要社会実験の実施概要 三鷹駅北口周辺を「住む人、働く人が集い、心地よく
過ごす街」とするため、歩道上にテーブルやイスを
設置して、街なかでのちょっとした休憩や、沿道飲
食店を利用しやすい環境づくりに取り組みました。
今年度は、参加店舗数が例年に比べて大きく増えま
した。開催趣旨開催趣旨

実施内容実施内容

三鷹駅北口周辺のパブリックスペースを
活用した地域連携による居心地のよいまちづくり
多世代・日常的な滞在空間創出の検証

2024年10月1日(火)
　　〜11月15日(金)

参加店舗による
歩道上への
カフェセット（誰でも
利用可能）の
設置・管理・運営

実施期間実施期間

実施場所実施場所
中央大通り沿いの
10店舗前（右図）
の歩道
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実施状況実施状況
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一時利用可能駐輪場
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これまでの経緯・背景これまでの経緯・背景
　2017年策定の街づくりビジョンに位置
づけられた「住む人、働く人が集い、心地よ
く過ごす街」を目指し、三鷹駅北口にふさ
わしいにぎわいを創出するため、2019年
から継続的にパブリックスペースを利活用
した社会実験を実施しています。
　実施にあたっては、交通体系の再編を含
む将来的な駅周辺の再整備を見据えなが
ら、民間主導の取組みを支援する観点に
加え、地域連携による沿道の魅力づくり、
居心地のよい街なかの形成を目指し、企
画・調整してきました。

2 0 1 7年度
三鷹駅北口
街づくり
ビジョン

2 0 1 9年度〜2 0 1 8年度
三鷹駅北口

パブリックスペース
利活用社会実験

三鷹駅北口
街づくりラボ
（三鷹ラボ）

三鷹駅北口地区
の概ね10年後の
目 標 像 を 描 き 、
３つの視 点から
街 づくりの 方 向
性と考え方、その
実現に向けた取
り組 み を 示して
います。

既存の公開空地や道
路空間などのパブリ
ックスペースの活用
について、講話や視
察、ワークショップ
などを通して、地域
の商業者・住民・企
業の方々とともに学
びました。

三鷹駅北口周辺のパブリックスペースを
活用した、地域連携によるまちづくり、
にぎわい創出の検証を行いました。

社会実験検討

交通規制（車両通行止め）を伴う
車道のイベント的利用（4日間）

歩道の余裕空間を活用した民間主導の
日常的利用

2019年

社会実験の継続 交通体系の検討

三鷹駅北口パブリックスペース利活用社会実験2024の報告三鷹駅北口パブリックスペース利活用社会実験2024の報告



満足度 オープンテラスの
取組みの効果

テラス近くの店舗を
利用したか

テラスの実施期間
や回数

武蔵野市�都市整備部�まちづくり推進課武蔵野市�都市整備部�まちづくり推進課
2025年3月�発行

今後の事業実施に向けて今後の事業実施に向けて
　社会実験を通じて、本事業の効果を
確認しています。パブリックスペースを
活用した事業展開には、持続可能な仕
組みづくりの構築が必要です。地域の
企業や団体、商店会、行政などが連携
し、地域の魅力向上、居場所づくり、三
鷹駅北口ならではの賑わいの創出に
つながるよう、引き続き、官民が一体と
なって取り組んでいきます。

行����政
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にぎわい
の創出

居場所
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地域の
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新たな利活用の検討 住民・通勤利用者企業・団体
パブリックスペースを活用
した事業のさらなる展開
（利益・CSR・認知度向上）

実施
主体

事業展開のサポート
利活用できる空間づくり 実施主体との連携

事業への参加
連 携 ・ノ ウ ハ ウ 蓄 積 ・ 合 意 形 成

社会実験では、秋の過ごしやすい気候の中、ちょっとした休憩から飲食を伴う滞在まで多様な使われ方
が観察されました。実施中は、大きな問題は発生せず、期間を通じて順調に運用され、多くの方々にご
利用いただきました。

アンケート結果を見ると、9割以上の方が満足と回答し、回答者全員がまちの雰囲気や居心地が良くなる、まちや商店街の活性化に
つながると回答されています。また、テラス利用者の7割以上の方が近くの店舗を利用していました。さらに、テラスの実施期間や回数
について、5割以上の方が常設にしてほしいと回答されています。

調査日の利用者は、時間中187人で、11：30前後及び12：30前後の時
間帯に多くの人が利用していました。利用者の年齢（想定）は幅広く、昜
木屋前（33.7％）、旧東急ストア前（15.5％）の利用が多く見られました。

また、利用目的としてはスマートフォンのご利用、休憩、会話、飲食な
どが見受けられました。

社会実験の結果社会実験の結果
利用状況利用状況

▲�利用場所 ▲�利用者の年齢（想定）

▲�時間帯別利用状況（全体）

参加店舗の声参加店舗の声利用者の声利用者の声

(n=187)

(n=49) (n=49) (n=47)

(n=187)

(n=187)
アンケート結果アンケート結果

〜17歳

18〜39歳

40〜64歳

65歳〜

昜木屋前
キャラドゥ前
トモズ前
京樽前
三協住宅社前
旧東急ストア前
クラウン前
あゆむ接骨院前
ダンダダン前
安楽前

▲�テラスでの行動（全体）（複数回答）

〇調査日　令和６年11月１日（金）11：00〜15：30
〇設置数　カフェセット�24��＋��周辺の既存ベンチ�3

・毎年楽しみにしています！
・座っているだけでもハッピーな気持ちになれます。
この街が大好きになりました。

・愛犬と一緒に利用できてとても嬉しい。
・周辺の景観にも目が行くのでとても良い。
・もっと座る気が起きるようなおしゃれさが欲しい。

・利用者が敷地内の店の看板やのぼり等を見てくれたので一定の宣伝効果があった。
・テイクアウト待ちの人が店内ではなくテラスで待っていたり、テラスでそのまま食べて
帰ったりしていた。

・買物客に休憩場所の提供ができ、店としても地域貢献となって良かった。
・悪天候日の維持管理に苦労したのでもっと組み立てや管理が容易なものにできると
負担が少ないと感じた。

満足
どちらかといえば満足
どちらでもない
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不満

利用した
利用していない

はい いいえ

「まちの雰囲気や居心地がよくなる」
「まちや商店街の活性化につながる」
それぞれの設問に対して
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常設にしてほしい
実施期間や回数を増やしてほしい
年１回程度（今と同じ）で良い
実施しないでほしい
その他（春と秋の年２回など）
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